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第 38 号　（2）平成 26 年 11 月 1日 議 会 だ よ り

　
平
成
25
年
度
の
決
算
で
２

点
ほ
ど
不
満
な
点
が
あ
り
ま

し
た
の
で
反
対
し
ま
す
。

　
１
点
目
は
、
バ
ラ
ン
ス
が

欠
け
て
い
る
点
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
、

一
般
質
問
及
び
特
別
委
員
会

で
も
他
の
委
員
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、

や
は
り
人
材
育
成
と
い
う
点

で
教
育
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
6
次
産
業
化
に
活
用
さ
れ

る
加
工
施
設
は
、
現
在
管
理

人
の
み
の
配
置
の
た
め
、
指

導
・
教
育
と
い
う
と
こ
ろ
が

弱
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
２
点
目
は
、
仕
事
量
が
多

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職

員
の
人
数
が
削
減
さ
れ
て
い

て
、
手
が
回
ら
な
い
と
こ
ろ

が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

私
も
そ
れ
を
感
じ
て
、
役
場

退
職
者
の
活
用
と
い
う
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。

　
秋
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、

町
長
か
ら
私
が
期
待
し
て
い

た
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

行
政
が
主
体
と
な
っ
て
応
援

す
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
も
そ
の
よ
う

に
、
町
民
み
ん
な
が
力
を
合

わ
せ
る
よ
う
な
方
向
に
持
っ

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
２
点
が
、
平
成
27
年

度
の
予
算
案
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
、
そ
れ
が

今
回
は
十
分
と
は
感
じ
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
、
平
成
25
年

度
の
決
算
に
反
対
し
ま
す
。

　
反
対
討
論
で
述
べ
ら
れ
た

こ
と
は
、
理
解
で
き
る
部
分

は
あ
り
ま
す
。
即
座
に
は
難

し
い
と
し
て
も
、
執
行
者
側

に
は
対
応
を
す
る
と
い
う
方

向
性
が
見
え
ま
す
。

　
い
く
つ
か
課
題
点
が
見
え

て
は
き
ま
し
た
が
、
全
体
的

に
見
れ
ば
よ
く
執
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
課
題
点
に
つ
い
て
は
、
次

年
度
の
予
算
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
賛
成
し
ま

す
。

　
外
賛
成
委
員

　
　
　
天
間
清
太
郎

　
　
　
中
村
　
正
彦

　
　
　
田
島
　
政
義

　
　
　
工
藤
　
耕
一

　
　
　
二
ツ
森
圭
吉

　
　
　
松
本
　
祐
一

　
　
　
田
嶋
　
輝
雄

　
　
　
盛
田
惠
津
子

　
　
　
瀬
川
　
左
一

　
　
　
佐
々
木
寿
夫

　
　
　
附
田
　
俊
仁

　
　
　
岡
村
　
茂
雄

哘　　清悦 委員

三上　正二 委員

反 

対 

討 

論

賛 

成 

討 

論

９
月
１
日
・
９
日
・
10
日

決
算
審
査

特
別
委
員
会

委
員
長田

　
嶋
　
弘
　
一

副
委
員
長

岡
　
村
　
茂
　
雄

代
表
監
査
委
員

野
　
田
　
幸
　
子

平成 25 年度各会計歳入歳出決算

決算審査特別委員会

賛成多数で認定（賛成 13、反対 1）

決算審査特別委員会の様子



（3）　第 38 号 平成 26 年 11 月 1日議 会 だ よ り

平成 25 年度　一 般 会 計 決 算

歳　出 99億3,145万1,182円

総 務 費 14億5,879万3,673円

民 生 費 15億3,595万7,077円

衛 生 費 10億6,786万6,639円

土 木 費 8億7,702万0,806円

教 育 費 8億1,815万2,306円

公 債 費 13億7,368万5,369円

諸 支 出 金 15億1,812万8,820円

議 会 費 1億0,350万6,024円

労 働 費 293万6,141円

農 林 水 産 業 費 7億1,794万1,260円

商 工 費 1億9,463万3,399円

消 防 費 2億5,168万9,192円

災 害 復 旧 費 1,114万0,476円

歳　入 101億0,747万2,092円

自 主 財 源 29億0,517万4,263円

町 税 19億2,844万9,888円

繰 入 金 6億2,750万4,069円

そ

の

他

分 担 金 及 び 負 担 金 1億2,344万6,280円

使 用 料 及 び 手 数 料 8,654万3,765円

財 産 収 入 3,161万9,113円

寄 附 金 149万0,000円

繰 越 金 3,385万0,341円

諸 収 入 7,227万0,807円

依 存 財 源 72億0,229万7,829円

地 方 交 付 税 47億0,228万2,000円

国 ・ 県 支 出 金 19億6,975万8,829円

町 債 1億5,790万0,000円

そ

の

他

地 方 譲 与 税 1億5,951万4,000円

利 子 割 交 付 金 268万9,000円

配 当 割 交 付 金 277万9,000円

株式等譲渡所得割交付金 301万1,000円

地 方 消 費 税 交 付 金 1億5,025万3,000円

自動車取得税交付金 4,754万5,000円

地 方 特 例 交 付 金 362万0,000円

交通安全対策特別交付金 294万6,000円

歳　　　入 101億0,747万2,092円
歳　　　出 99億3,145万1,182円
差　引　額 1億7,602万0,910円
◎差引額のうち、1億円を基金に繰入

一般会計対前年度比較表 （単位：円）

区　　分 予 算 現 額
歳　　　　　　入 歳　　　　出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額  不用額 ※2
平成25年度 10,122,494,000 10,107,472,092 199,911,240 9,931,451,182 94,709,000 96,333,818

平成24年度 8,907,713,000 8,930,301,971 139,038,615 8,856,451,630 8,528,000 42,733,370

差　引　額 1,214,781,000 1,177,170,121 60,872,625 1,074,999,552 86,181,000 53,600,448

※1　収入未済額＝見込んだ収入額と実際の収入額との差額　　※2　不用額＝経費の節減等により支出が減となった額

　審査に付された各決算は関係書類と照合した結果、計数において誤りがなく、各決算の内容及び予算の執行

については議決予算によって執行されており、法令規則に基づいて適切に処理されているものと認めた。

　町税・国民健康保険税及び税外収入に係る不納欠損処理については、今後とも適正な対応が望まれる。

　また、現年課税分の収入未済額については、町税・国民健康保険税及び税外収入（住宅使用料、水道使用料

等）に年々減少の傾向がみられるものの、賦課徴収の公平性確保はもとより、徴収率を向上させて収入未済額

を極力解消するよう、なお一層の厳しい対応が望まれる。

総務費
14.69%

民生費
15.47%

衛生費
10.75%

土木費
8.83%

教育費
8.24%

公債費
13.83%

諸支出金
15.29%

議会費・労働
費・農林水産
費・商工費・
消防費・災害
復旧費
12.90%

歳出
繰入金
6.21%

町税
19.08%

地方交付税
46.52%

国・県支出金
19.49%

町債
1.56%

依存財源
71.26%

その他
3.69％

歳入

自主財源
28.74%

その他
3.45%

監査委員審査意見



第 38 号　（4）平成 26 年 11 月 1日 議 会 だ よ り

特  別  会  計  決  算
◎ 国民健康保険  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成25年度 2,367,640,000 2,318,017,542 155,034,565 2,318,017,542 0 49,622,458

平成24年度 2,345,566,000 2,347,239,020 170,784,545 2,311,081,343 0 34,484,657

差　引　額 22,074,000 △29,221,478 △15,749,980 6,936,199 0 15,137,801

◎ 後期高齢者医療  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成25年度 342,803,000 342,686,886 105,700 342,562,376 0 240,624

平成24年度 327,601,000 327,286,196 167,400 327,201,965 0 399,035

差　引　額 15,202,000 15,400,690 △61,700 15,360,411 0 △158,411

◎ 介 護 保 険  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成25年度 2,207,615,000 2,216,285,683 6,859,896 2,184,192,057 0 23,422,943

平成24年度 2,154,540,000 2,158,423,412 5,806,317 2,112,871,347 0 41,668,653

差　引　額 53,075,000 57,862,271 1,053,579 71,320,710 0 △18,245,710

◎ 介護サービス事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成25年度 9,162,000 9,204,962 0 9,052,396 0 109,604

平成24年度 10,022,000 10,115,922 0 9,940,860 0 81,140

差　引　額 △860,000 △910,960 0 △888,464 0 28,464

◎ 七戸霊園事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成25年度 2,493,000 2,507,093 4,800 2,460,760 0 32,240

平成24年度 14,937,000 14,969,961 0 14,771,724 0 165,276

差　引　額 △12,444,000 △12,462,868 4,800 △12,310,964 0 △133,036

◎ 公共下水道事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成25年度 523,968,000 491,860,834 40,272,532 448,953,906 73,980,000 1,034,094

平成24年度 493,997,000 477,842,407 24,315,929 459,925,320 34,000,000 71,680

差　引　額 29,971,000 14,018,427 15,956,603 △10,971,414 39,980,000 962,414

◎ 農業集落排水事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成25年度 59,476,000 59,499,179 2,865,664 59,463,640 0 12,360

平成24年度 59,657,000 59,685,267 2,944,842 59,650,412 0 6,588

差　引　額 △181,000 △186,088 △79,178 △186,772 0 5,772

◎ 水 道 事 業 (収益的収支)  (単位：円)

区   分
歳　　　　　　　　入 歳 　　　　　　　　出

予 算 現 額 決算額(税込)  決算額(税抜) 予 算 現 額 決算額(税込) 決算額(税抜) 不用額※2
平成25年度 289,722,000 291,271,142 277,734,996 281,363,000 219,761,617 217,176,706 61,601,383

平成24年度 300,113,000 299,022,562 285,364,474 300,113,000 241,220,797 238,444,655 58,892,203

差　引　額 △10,391,000 △7,751,420 △7,629,478 △18,750,000 △21,459,180 △21,267,949 2,709,180

  (※1、※2は、3ページ注訳参照)



（5）　第 38 号 平成 26 年 11 月 1日議 会 だ よ り

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正

　
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
の
予
定
価
格
を
町
の
条

例
と
一
致
さ
せ
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

す
る
協
定
の
一
部
を
変
更

す
る
協
定
の
締
結

　
十
和
田
市
及
び
三
沢
市
と

締
結
済
の
定
住
自
立
圏
の
形

成
に
関
す
る
協
定
に
、
新
た

に
連
携
す
る
消
費
生
活
の
取

組
を
追
加
す
る
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
26
年
度
補
正
予
算

（
左
表
参
照
）

  

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
町
道
路
線
の
廃
止

　
道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

十
枝
内
・
底
田
１
号
線
外
２

路
線
を
廃
止
す
る
た
め
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
町
道
路
線
の
認
定

　
道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

十
枝
内
・
底
田
１
号
線
外
１

路
線
を
町
道
に
認
定
す
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に

つ
い
て
（
左
表
参
照
）

☆
　
報
　
　
告

○
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

第
34
条
第
３
項
、
第
46
条
第

３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

町
で
定
め
る
も
の
で
す
。

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

他
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
町
で
定
め
る
も

の
で
す
。

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

他
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
町
で
定
め
る
も

の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
保
育
の
必
要
性
の
認
定
基

準
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

第
20
条
第
３
項
及
び
政
令
に

基
づ
き
、
保
育
の
必
要
性
の

認
定
基
準
を
町
で
定
め
る
も

の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

の
制
定

　
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
町
で
定
め
る
も
の
で
す
。

報

告

議

案

追
加
議
案

平成26年度9月補正予算
区　　　分 補 正 額 予 算 総 額

一 般 会 計 3億4,544万5千円 → 97億3,658万4千円

特
別
会
計

後期高齢者医療 16万3千円  → 3億6,652万3千円

介 護 保 険 1,620万9千円 → 23億4,840万5千円

七戸霊園事業 △4万2千円 → 313万3千円

公共下水道事業 300万9千円 → 3億6,133万1千円

農業集落排水事業 ±5万1千円 → 6,165万2千円

水 道 事 業 会 計 収益的支出 33万0千円→3億1,575万4千円
資本的支出910万3千円→2億2,859万8千円

一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

○
歳
入
の
主
な
も
の

・
県
支
出
金
　
　
　
８
０
７
８
万
６
千
円

・
繰
入
金
　
　
　
　
６
２
０
０
万
４
千
円

・
繰
越
金
　
　
　
　
３
８
８
８
万
３
千
円

・
町
　
債
　
　
１
億
１
８
０
０
万
０
千
円

　○
歳
出
の
主
な
も
の

・
農
林
水
産
業
費
（
東
八
甲
田
ロ
ー
ズ
カ 

　
ン
ト
リ
ー
体
験
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
張
替 

　
工
事
費
）
　
　
　
１
５
４
４
万
４
千
円

・
商
工
費
（
道
の
駅
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
防
災
拠
点 

　
整
備
及
び
道
の
駅
改
修
工
事
費
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
５
２
４
４
万
５
千
円

・
道
路
維
持
費
（
除
雪
作
業
及
び
道
路
維 

　
持
作
業
業
務
委
託
料 

他
）

　
　
　
　
　
　
１
億
１
９
１
２
万
９
千
円

・
教
育
費
（
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
更
新 

　
業
務
委
託
料
）
　
１
８
９
０
万
０
千
円

健全化判断比率・資金不足比率
平成25年度七戸町

における比率
早期健全化基準
経営健全化基準

①実質赤字比率 ―  (%) 14.06 (%)

②連結実質赤字比率 ―  (%) 19.06 (%)

③実質公債費比率 9.9 (%) 25.0  (%)

④将来負担比率 55.1 (%)

⑤資金不足比率 ―  (%) 20.0  (%)

　①～④のいずれかの数値が、国の示す基準数値を超
えた場合は、破たん寸前の「早期健全化団体」に指定
され、財政再建計画などが義務付けられる。
　⑤の資金不足比率は、公営企業会計（水道、下水
道）の営業収益に対する手持ち資金の不足額の割合で、
低いほど健全とされる。
　七戸町は、すべての項目が数値を下回っているので、
弾力ある財政運営が可能になっている。

　
平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
１
日
に
開
会
し
、
田
島
政
義
議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
の
と

お
り
、
会
期
を
11
日
ま
で
の
11
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
１
日
は
、町
長
の
提
案
理
由
説
明
、決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
、３
日
は
一
般
質
問
（
７
人
）、

９
日
・
10
日
は
、
特
別
委
員
会
で
決
算
審
査
、
最
終
日
の
11
日
は
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
さ
れ
予
定
ど
お
り
閉
会
し
ま
し
た
。

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

350.0  (%)
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○
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周

知
、
及
び
労
災
認
定
基
準

の
改
正
な
ど
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
☆
　
採
　
　
択

○
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
者
に

関
わ
る
労
災
認
定
基
準
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

☆
　
原
案
可
決

陳　

情

発　

議

　新幹線建設促進等に関する調査

特別委員会の委員９人、議長、長

万部町長、副町長外５人が来訪。

　①新幹線開業効果を活かすため

　　の取組やその効果

　②駅周辺駐車場の利用状況や利

　　用料を無料化したメリット、

　　デメリット

などに関して意見交換をしました。

文教厚生委員会の委員６人外３人
が来訪。
　①出産祝い金
　②定住促進新築住宅建設補助金
などに関して意見交換をしました。

新幹線・並行在来線等対策特別委
員会の委員８人外1人が来訪。
　①七戸十和田駅周辺地区整備計
　　画の事後評価方法
　②フォローアップ報告書の公表
などに関して意見交換をしました。

議会会派の一つである鷹山会の委
員７人が来訪。
　①定住促進新築住宅建設補助金
　②ヤングファミリー定住支援補
　　助金
などに関して意見交換をしました。

北
海
道
山
越
郡
長
万
部
町
議
会
（
10
月
９
日
）

岐
阜
県
不
破
郡
垂
井
町
議
会
（
７
月
31
日
）

県外４市町の議員
七戸町で視察研修

新
潟
県
上
越
市
議
会
（
10
月
１
日
）

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
議
会
（
10
月
16
日
）

１１月７日には、岐阜
県揖斐郡大野町議会も 
来訪する予定です。
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町長

議　

員

　

高
齢
者
社
会
で
あ
り
、
生

き
い
き
と
地
域
に
住
み
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
る
か
問
う
。

　

前
期
高
齢
者
と
後
期
高
齢

者
で
は
生
活
に
求
め
る
要
素

に
隔
た
り
が
あ
る
と
思
う
が
、

65
歳
以
上
と
ひ
と
く
く
り
に

せ
ず
、
年
齢
に
応
じ
た
高
齢

者
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

前
期
、
後
期
そ
れ
ぞ
れ
高
齢

者
に
は
ど
う
対
応
し
て
い
る

か
。

　

今
後
の
年
金
格
差
の
世
代

へ
の
対
策
は
。

町
　
長

　
介
護
保
険
に
お
い
て
は
、

65
歳
以
上
の
方
が
全
て
同
じ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
同
じ
年

齢
の
方
で
も
要
介
護
か
要
支

援
か
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
が

違
っ
て
く
る
。

　
程
度
に
応
じ
て
介
護
予
防

事
業
、
対
策
を
進
め
て
い
る
。

　
年
金
格
差
に
よ
る
困
窮
者

へ
の
直
接
的
な
金
銭
に
よ
る

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。
就

労
の
支
援
や
生
活
保
護
の
相

談
等
、
支
援
対
策
を
し
て
い

く
。

議　

員

　

高
齢
者
の
病
気
予
防
に
力

を
入
れ
、
食
生
活
や
地
域
活

動
、
運
動
、
生
き
が
い
を
持

つ
よ
う
な
生
き
方
を
呼
び
か

け
る
施
策
は
。

　

健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
率
は
。

町
　
長

　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

は
食
生
活
の
面
か
ら
の
支
援
、

保
健
協
力
員
協
議
会
に
は
健

診
受
診
の
呼
び
か
け
や
保
健

事
業
へ
の
協
力
に
よ
り
、
高

齢
者
へ
の
健
康
づ
く
り
に
繋

げ
て
い
る
。

　
柏
葉
大
学
、
寿
大
学
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
る
。

　
平
成
25
年
度
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
う
ち
約
28．

９

％
と
、
受
診
率
は
上
昇
し
て

い
る
。

議　

員

　

高
齢
者
が
積
極
的
に
自
分

の
身
体
は
自
分
で
守
り
、
健

康
で
長
生
き
を
め
ざ
す
、
と

自
ら
が
意
識
で
き
る
よ
う
に

「
健
康
長
寿
を
め
ざ
し
て
」

と
標
語
を
掲
げ
て
は
ど
う
か
。

町
　
長

　
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
と
に
健
康

長
寿
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

議　

員

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
町
の
取
り
組
み
と

し
て
、
学
校
を
は
じ
め
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
取
り
つ
け
て
い

る
が
、
町
立
の
施
設
全
て
に

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

町
　
長

　
建
物
の
構
造
や
耐
震
診
断

の
結
果
、
施
設
自
体
の
利
用

頻
度
や
財
政
面
な
ど
を
総
合

的
に
考
慮
し
対
応
し
て
い
く
。

議　

員

　

町
な
か
の
街
灯
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
と
風
力
発
電
の
街
灯

を
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

町
　
長

　
町
な
か
は
建
物
が
密
集
し

て
い
て
陰
に
な
る
こ
と
か
ら
、

蓄
電
す
る
に
し
て
も
短
時
間

で
、
朝
ま
で
つ
く
た
め
の
電

力
を
蓄
え
る
と
な
る
と
コ
ス

ト
面
で
無
理
が
あ
る
。

　
災
害
時
の
た
め
に
要
所
へ

の
設
置
は
考
え
た
い
。

議　

員

　

来
年
10
周
年
に
な
る
が
、

全
町
を
挙
げ
て
記
念
事
業
や

祝
賀
会
は
考
え
て
い
る
か
。

町
　
長

　
町
の
魅
力
を
町
内
外
に
発

信
し
、
将
来
に
向
か
っ
て
さ

ら
な
る
飛
躍
に
つ
な
が
る
契

機
に
し
た
い
。

　
記
念
事
業
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
検
討
す
る
。

議　

員

　

合
併
特
例
債
は
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
な
も
の
に
使
わ
れ

た
の
か
。
ま
た
、
今
後
も
活

用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
　
長

　
駅
周
辺
の
整
備
事
業
な
ど

に
活
用
し
、
約
半
分
を
使
用

し
て
い
る
。
今
後
、
天
間
林

地
区
統
合
中
学
校
校
舎
新
築

事
業
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
。

議　

員

　

本
庁
舎
を
改
築
・
新
築
す

る
考
え
は
な
い
か
。

町
　
長

　
町
民
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
財
政
も
見
据
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

盛田惠津子 議員

相応した介護予防対策を
　　　　　　　  進めている

年齢に応じた高齢者対策を

一 般 質 問

合
併
10
周
年
を

　
　
迎
え
る
に
あ
た
り

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は

一問一答方式
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老朽化への対応時期
　　　　　　との認識はある

特別支援教育施設の充実を

議　

員

　

「
地
方
公
共
団
体
は
、
住

民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
、
地
域
に

お
け
る
行
政
を
自
主
的
か
つ

総
合
的
に
実
施
す
る
役
割
を

広
く
担
う
も
の
で
あ
る
。
」

と
い
う
こ
と
を
基
本
に
町
の

行
政
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

言
葉
の
通
級
指
導
教
室
、

通
称
「
ひ
ま
わ
り
学
級
」
の

施
設
充
実
に
つ
い
て
問
う
。

　

ひ
ま
わ
り
学
級
施
設
の
問

題
点
は
。

教
育
長

　
建
物
は
最
低
で
も
四
・

五
十
年
は
経
過
し
た
建
物
で
、

か
な
り
老
朽
化
し
て
い
る
。

七
戸
小
学
校
の
分
教
室
で
あ

る
が
、
建
物
が
別
々
で
一
体

的
に
管
理
で
き
な
い
不
都
合

が
あ
る
。

議　

員

　

今
後
の
対
策
と
子
供
や
保

護
者
の
意
向
、
十
分
な
配
慮

は
。

教
育
長

　
建
て
か
え
、
ま
た
は
大
規

模
改
修
の
時
期
と
の
認
識
は

持
っ
て
い
る
。
七
戸
小
学
校

へ
の
移
転
を
視
野
に
入
れ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
仮
に
、
一
体
的
な
管
理
を

す
る
場
合
、
ひ
ま
わ
り
学
級

の
性
質
を
十
分
勘
案
し
、
児

童
・
保
護
者
が
利
用
し
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
よ
う
考

慮
す
る
。

議　

員

　

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
の
値
上

が
り
が
続
き
、
町
民
生
活
に

影
響
し
て
い
る
。
灯
油
の
値

上
が
り
状
況
と
福
祉
灯
油
助

成
事
業
を
実
施
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

町
　
長

　
平
成
24
年
12
月
が
88
円
、

平
成
25
年
12
月
が
１
０
１
円
、

平
成
26
年
７
月
が
１
０
３
円

と
な
り
、
現
在
、
高
止
ま
り

の
傾
向
に
あ
る
。

　
平
成
20
年
度
は
１
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
最
高
１
２
７
円
と

４
か
月
間
で
35
％
の
急
激
な

上
昇
と
い
う
こ
と
で
、
国
・

県
・
町
か
ら
の
助
成
が
あ
っ

た
。
仮
に
、
平
成
20
年
度
並

み
に
上
昇
し
た
場
合
は
福
祉

灯
油
助
成
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

議　

員

　

南
公
民
館
を
学
習
や
講
習

な
ど
で
利
用
し
て
い
る
方
の

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
の

月
別
の
回
数
と
使
用
人
数
は
。

教
育
長

　
回
数
は
合
計
73
件
、
人
数

は
２
２
９
２
人
、
月
平
均
が

18
件
、
５
７
３
人
。

議　

員

　

町
の
公
共
施
設
冷
房
機
器

の
設
置
状
況
は
。

教
育
長

　
柏
葉
館
、
天
間
林
保
健
セ

ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
中

央
公
園
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

議　

員

　

南
公
民
館
に
設
置
す
る
と

す
れ
ば
、
室
内
の
容
積
な
ど

か
ら
ど
の
程
度
の
も
の
が
予

想
さ
れ
る
か
。

教
育
長

　
業
務
用
の
室
内
機
２
基
、

室
外
機
１
基
、
そ
の
他
取
付

工
事
等
の
経
費
を
含
め
て
、

約
１
２
０
万
円
。
電
源
の
引

き
込
み
に
約
40
万
円
、
計

１
６
０
万
円
程
の
経
費
が
か

か
る
と
見
込
ま
れ
る
。

議　

員

　

町
で
は
今
後
ど
う
す
る
つ

も
り
な
の
か
。

教
育
長

　
町
部
局
と
協
議
を
し
な
が

ら
対
策
を
考
え
た
い
。

町
　
長

　
５
年
ほ
ど
前
に
ホ
ー
ル
は

代
替
施
設
を
で
き
る
だ
け
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
設
置

を
見
送
っ
た
経
緯
が
あ
り
、

そ
の
辺
を
踏
ま
え
て
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

議　

員

　

先
の
国
会
で
医
療
介
護
総

合
推
進
法
が
成
立
し
た
。

　

こ
の
実
施
に
よ
り
町
民
負

担
や
医
療
・
介
護
の
町
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
が
心
配
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
介
護
保
険

料
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
　
長

　
現
在
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
量
の
算
出
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
に
介
護

保
険
料
の
算
出
と
な
る
。

　
決
定
時
期
は
来
年
２
月
ご

ろ
と
考
え
て
い
る
。

議　

員

　

要
支
援
１
・
２
の
方
々
は

地
域
支
援
事
業
に
移
行
し
ま

す
が
、
移
行
時
期
と
内
容
、

利
用
料
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
　
長

　
移
行
時
期
は
平
成
29
年
度
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
訪
問

介
護
、
通
所
介
護
を
移
行
す

る
予
定
。
利
用
料
は
算
定
中

で
、
現
段
階
で
は
未
定
。

議　

員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
の
人
数
と
そ
の
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
　
長

　
重
複
は
あ
る
が
約
１
２
０

人
。
対
策
と
し
て
施
設
の
増

床
や
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

佐々木寿夫 議員

医
療
・
介
護
の
充
実
を

福
祉
灯
油
助
成
事
業
の

　
　
実
施
の
見
通
し
は

南
公
民
館
集
会
室
へ
の

　
　
冷
房
機
器
設
置
を

一問一答方式

教育長
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町長 特産品や町のＰＲに努めていく

岡村　茂雄 議員

議　

員

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
出
身
地

な
ど
へ
の
寄
附
で
、
２
千
円

を
超
え
た
分
が
住
民
税
か
ら

控
除
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
が
、

寄
附
を
受
け
た
市
町
村
は
特

産
品
な
ど
で
返
礼
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
、
納
税
者

に
と
っ
て
は
税
金
の
控
除
と

特
産
品
が
も
ら
え
る
と
い
う

二
重
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

鳥
取
県
の
米
子
市
で
は
寄

附
が
年
間
約
１
億
円
に
も
な

り
、
特
産
品
の
返
礼
を
す
る

こ
と
で
、
地
元
に
相
当
な
経

済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
特
産
品
な
ど

に
よ
っ
て
町
を
宣
伝
す
る
効

果
が
大
き
い
が
、
こ
れ
ま
で

の
Ｐ
Ｒ
方
法
と
寄
附
の
実
績

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
　
長

　
町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
や
東
京
七
戸
会
の
皆

さ
ん
を
介
し
た
Ｐ
Ｒ
や
お
願

い
を
し
て
き
て
い
る
。

　
実
績
は
、
平
成
23
年
度
は

５
人
か
ら
58
万
３
千
円
、
平

成
24
年
度
は
５
人
か
ら
35
万

円
、
平
成
25
年
度
は
９
人
か

ら
１
３
１
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

議　

員

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
全
国
的

な
規
模
で
特
産
品
や
市
町
村

の
宣
伝
合
戦
に
な
っ
て
い
く

と
思
う
が
、
町
が
誇
れ
る
特

産
品
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も

の
を
考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
そ
れ
を
全
国
に
発

信
し
て
、
６
次
産
業
や
特
産

品
に
関
係
す
る
人
達
の
意
欲

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
か
。

町
　
長

　
町
の
特
産
品
、
町
を
Ｐ
Ｒ

す
べ
き
も
の
に
は
、
黒
に
ん

に
く
や
長
芋
、
馬
の
産
地
、

中
世
か
ら
の
城
下
町
、
南
部

藩
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

あ
る
。

　
我
が
町
は
野
菜
地
帯
、
蔬

菜
地
帯
で
あ
り
、
畜
産
地
帯

で
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
特

色
が
出
る
魅
力
あ
る
詰
め
合

わ
せ
を
つ
く
り
、
提
示
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
募
り
た
い
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

更
な
る
特
産
品
の
開
発
や
６

次
産
業
の
振
興
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
と
考
え
る
。

議　

員

　

当
町
が
発
祥
の
地
と
言
え

る
黒
ニ
ン
ニ
ク
が
全
国
的
に

有
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
黒
ニ
ン
ニ
ク
を
、
特
許
庁

の
「
地
域
団
体
商
標
」
に
登

録
す
る
な
ど
に
よ
っ
て
、
町

の
特
産
品
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

町
　
長

　
岐
阜
県
の
業
者
と
開
発
し
、

２
年
ぐ
ら
い
ほ
と
ん
ど
売
れ

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
何

ら
か
の
独
占
的
な
手
続
き
ま

で
至
ら
な
か
っ
た
。

議　

員

　

町
長
は
電
気
自
動
車
に
熱

意
を
注
い
で
き
た
が
、
何
の

成
果
が
残
っ
て
い
る
の
か
疑

問
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
６
次

産
業
の
振
興
や
特
産
品
の
開

発
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
か

っ
た
か
。

町
　
長

　
電
気
自
動
車
に
関
し
て
は
、

技
術
が
進
歩
し
、
一
般
的
な

乗
り
物
と
し
て
認
知
さ
れ
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
方
向

は
間
違
っ
て
い
な
い
。

　
加
工
品
等
を
含
む
町
の
特

産
品
の
何
を
選
定
し
、
６
次

産
業
へ
繋
げ
る
か
は
、
ど
う

い
う
組
織
体
で
進
め
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
今

後
検
討
す
る
。

議　

員

　

上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域

定
住
自
立
圏
構
想
が
進
ん
で

い
る
が
、
こ
の
構
想
は
構
成

市
町
村
が
お
互
い
に
自
立
し
、

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
目
標
で
、
内
容
は
、
十

和
田
市
と
三
沢
市
を
中
心
に

生
活
機
能
や
連
携
事
業
、
公

共
施
設
の
再
配
置
な
ど
を
決

め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
先
の
市
町
村
合

併
が
国
の
思
う
よ
う
に
進
ま

な
か
っ
た
た
め
に
出
て
き
た

と
も
言
わ
れ
、
さ
ら
に
、
道

州
制
が
市
町
村
を
廃
止
す
る

内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
み
て
も
、
さ
ら
な
る
広
域

合
併
へ
の
布
石
で
は
な
い
か
。

そ
う
い
う
中
で
、
七
戸
町
が

１
つ
の
生
活
圏
と
し
て
自
立

し
て
い
く
た
め
に
ど
ん
な
施

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
　
長

　
定
住
自
立
圏
構
想
は
、
圏

域
の
市
町
村
が
互
い
に
多
様

な
特
色
を
認
め
合
っ
て
、
尊

重
し
合
い
な
が
ら
そ
の
圏
域

を
形
成
し
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
決
し
て
、
さ
ら
な
る
合

併
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。

　
構
成
市
町
村
の
中
で
、
七

戸
町
は
唯
一
新
幹
線
の
駅
が

あ
り
、
そ
の
圏
域
の
玄
関
口

で
あ
る
こ
と
、
観
光
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

こ
と
な
ど
の
、
我
が
町
だ
け

の
特
色
、
強
み
を
生
か
し
、

今
後
の
定
住
促
進
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

定
住
自
立
圏
構
想
へ
の

　
　
　
　
町
の
対
応
は

ふるさと納税制度の活用を

一問一答方式
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町長 今後も普及に取り組んでいく

循環型エネルギー対策の推進を

議　

員

　

明
日
の
、
未
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
た
め
に
、
循
環
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
に
つ

い
て
問
う
。

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
焼
さ

せ
る
こ
と
で
発
生
し
た
二
酸

化
炭
素
は
、
植
物
光
合
成
に

よ
り
吸
収
さ
れ
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
全
体
と
し
て
は
二
酸

化
炭
素
の
増
減
に
影
響
が
な

い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
で
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
活
用

す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
　
長

　
ペ
レ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
活

用
し
た
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー

等
の
導
入
、
推
進
に
つ
い
て

は
、
平
成
19
年
度
に
策
定
し

た
七
戸
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
重
点
事
業

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
推
進
す

る
に
は
、
町
内
で
の
間
伐
材

な
ど
の
原
料
調
達
か
ら
、
ペ

レ
ッ
ト
燃
料
や
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
等
の
流
通
、
公
共
施

設
や
民
間
企
業
、
町
民
へ
の

普
及
と
い
っ
た
、
ま
ち
ぐ
る

み
で
経
済
が
循
環
で
き
る
よ

う
な
体
制
づ
く
り
が
必
要
。

　
町
は
、
町
民
等
に
対
し
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ

を
導
入
す
る
際
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。

　
今
年
度
建
築
す
る（
仮
称
）

城
北
児
童
セ
ン
タ
ー
に
も
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
設
置

す
る
。

　
統
合
中
学
校
へ
の
導
入
に

つ
い
て
は
現
在
検
討
段
階
。

　
今
後
と
も
普
及
、
活
用
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議　

員

　

原
油
の
価
格
が
高
騰
す
る

反
面
、
木
材
の
価
格
の
低
迷

に
よ
り
、
山
に
切
り
捨
て
ら

れ
て
い
る
間
伐
材
、
町
内
で

剪
定
さ
れ
た
枝
、
支
障
木
な

ど
を
活
用
で
き
る
木
質
ペ
レ

ッ
ト
工
場
を
建
設
し
、
雇
用

の
拡
大
を
図
る
考
え
は
な
い

か
。

町
　
長

　
町
が
工
場
を
建
設
し
、
事

業
を
行
う
こ
と
は
建
設
に
か

か
る
経
費
や
操
業
後
の
採
算

性
な
ど
を
考
え
た
場
合
に
、

現
状
で
は
難
し
い
。

　
町
と
し
て
は
、
林
業
や
製

材
を
営
む
民
間
事
業
者
や
関

係
機
関
等
で
、
ペ
レ
ッ
ト
工

場
の
建
設
に
意
欲
を
示
す
事

業
者
が
あ
れ
ば
、
補
助
事
業

等
の
有
無
も
確
認
の
う
え
、

支
援
し
て
い
き
た
い
。

議　

員

　

町
内
鉄
工
所
が
組
合
を
つ

く
っ
て
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

の
開
発
や
製
造
を
す
る
場
合

に
、
町
は
補
助
金
を
交
付
す

る
考
え
は
な
い
か
。

町
　
長

　
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

の
開
発
・
製
造
に
対
し
、
直

接
的
な
補
助
は
考
え
て
い
な

い
が
、
開
発
に
向
け
て
、
組

合
等
の
組
織
体
を
つ
く
っ
た

場
合
の
支
援
や
町
内
外
で
の

普
及
・
啓
発
な
ど
に
対
す
る

支
援
は
可
能
。
も
の
づ
く
り

に
関
連
し
た
国
の
補
助
制
度

を
調
査
、
情
報
収
集
し
た
い
。

　
町
内
の
事
業
者
が
意
欲
的

に
新
し
い
商
品
を
開
発
・
製

造
す
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

七
戸
町
発
祥
の
商
品
と
し
て
、

全
国
に
広
く
知
れ
わ
た
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議　

員

　

町
で
は
二
酸
化
炭
素
削
減

の
た
め
、
太
陽
光
発
電
、
電

気
自
動
車
の
活
用
な
ど
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
予

定
さ
れ
て
い
る
新
し
い
対
策

等
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削

減
の
た
め
、
Ｊ

−

ク
レ
ジ
ッ

ト
を
販
売
す
る
と
い
う
こ
と

に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

町
　
長

　
Ｊ

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
可

を
得
る
に
は
、
複
雑
な
計
算

に
基
づ
い
た
計
画
書
の
作
成

が
必
要
で
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
等
の
業
者
に
委
託
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
町
が
取
り
組
ん

で
き
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
事
業
で
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
化
で
き
そ
う
な
も
の
を
専

門
家
に
計
算
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ほ
ど
採
算
が
取
れ
な
い

と
い
う
助
言
を
得
て
い
る
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
産

業
を
全
町
で
展
開
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
非
常
に
大
き

な
二
酸
化
炭
素
の
削
減
と
な

る
の
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し

て
成
り
立
つ
可
能
性
は
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
Ｊ

−

ク
レ
ジ
ッ
ト

へ
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

瀬川　左一 議員

一括方式
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町長

議　

員

　

企
業
は
人
な
り
。
町
も
人

な
り
。
人
材
は
最
も
重
要
な

経
営
資
源
。
当
町
の
人
材
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
状
況
は
。

町
　
長

　
町
職
員
の
デ
ー
タ
は
、
従

来
か
ら
の
紙
ベ
ー
ス
の
人
事

管
理
台
帳
と
、
こ
の
台
帳
を

整
理
・
追
記
し
て
デ
ー
タ
化

し
た
台
帳
を
作
成
し
、
人
事

異
動
等
に
活
用
し
て
い
る
。

議　

員

　

優
秀
な
職
員
を
採
用
す
る

た
め
に
、
採
用
試
験
に
お
い

て
考
慮
し
て
い
る
こ
と
は
何

か
。
論
文
の
テ
ー
マ
は
ど
の

よ
う
な
狙
い
を
持
っ
て
設
定

し
て
き
た
か
。
ま
た
、
受
験

者
の
論
文
の
内
容
で
町
政
に

活
用
し
た
も
の
は
あ
る
か
。

町
　
長

　
職
員
採
用
試
験
は
、
日
本

人
事
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
て
い
る
教
養
試
験
、

事
務
適
性
試
験
、
ク
レ
ペ
リ

ン
検
査
の
一
次
試
験
と
町
独

自
が
行
う
作
文
、
面
接
の
二

次
試
験
に
よ
り
実
施
し
て
い

る
。

　
一
次
試
験
で
は
得
点
の
高

い
順
か
ら
一
定
ラ
イ
ン
ま
で

を
、
二
次
試
験
で
は
公
務
員

と
し
て
の
適
性
や
仕
事
に
対

す
る
意
欲
、
協
調
性
、
人
間

の
バ
ラ
ン
ス
、
創
造
的
な
発

想
と
い
っ
た
こ
と
考
慮
し
て

い
る
。

　
作
文
の
テ
ー
マ
は
思
考
力

や
適
性
を
測
る
た
め
の
出
題

で
あ
り
、
町
政
に
活
用
す
る

目
的
を
も
っ
て
設
定
し
た
も

の
で
は
な
い
。

議　

員

　

当
町
の
副
町
長
は
二
人
続

い
て
役
場
退
職
者
で
あ
り
、

行
政
職
の
経
験
を
積
ん
で
い

る
点
か
ら
適
任
だ
と
思
う
。

　

将
来
の
町
長
は
役
場
退
職

者
か
ら
出
て
も
良
い
と
思
っ

て
い
る
が
、
そ
う
い
う
意
欲

や
能
力
を
持
っ
た
人
を
採
用

で
き
た
か
。

町
　
長

　
総
合
的
な
判
断
の
も
と
に
、

職
員
と
し
て
長
い
年
限
を
勤

め
る
と
い
う
こ
と
で
、
将
来

十
分
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

前
提
で
選
定
し
て
い
る
。

議　

員

　

役
場
退
職
者
の
退
職
後
の

就
業
・
活
動
状
況
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
退
職
者
の
活

用
方
法
と
こ
れ
か
ら
の
活
用

方
法
は
。

町
　
長

　
総
務
省
が
実
施
し
て
い
る

地
方
公
務
員
の
退
職
状
況
等

調
査
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
。

　
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

事
務
取
扱
要
領
を
策
定
し
、

現
在
再
任
用
者
は
１
人
。
今

後
も
退
職
者
の
意
思
の
尊
重
、

新
規
採
用
者
の
状
況
等
を
十

分
に
勘
案
し
、
適
正
な
配

置
・
管
理
を
し
て
い
く
。

議　

員

　

能
力
・
経
験
・
資
金
面
に

お
い
て
、
役
場
退
職
者
は
挑

戦
で
き
る
立
場
に
あ
る
。
退

職
者
の
起
業
を
促
す
事
業
を

実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
　
長

　
町
全
体
の
産
業
振
興
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て

活
用
方
法
や
支
援
策
な
ど
を

検
討
し
て
み
た
い
。

議　

員

　

町
の
加
工
施
設
で
加
工
し

た
商
品
を
七
彩
館
で
販
売
す

る
農
家
が
今
後
も
増
え
る
と

予
想
さ
れ
る
。
加
工
施
設
の

利
用
日
数
・
総
利
用
者
数
・

利
用
料
金
と
動
力
高
熱
費
の

合
計
額
の
推
移
は
。

町
　
長

　
利
用
日
数
は
平
成
20
年
度

が
１
２
０
日
、
平
成
25
年
度

が
１
４
８
日
。
利
用
者
数
は

平
成
20
年
度
が
５
６
２
人
、

平
成
25
年
度
が
６
４
２
人
。

　
利
用
料
金
は
平
成
20
年
度

が
約
27
万
円
、
平
成
25
年
度

が
約
70
万
円
。

　
動
力
光
熱
費
は
平
成
20
年

度
が
約
23
万
円
、
平
成
25
年

度
が
約
38
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

議　

員

　

青
森
県
食
品
衛
生
法
施
行

条
例
第
３
条
に
は
、
食
品
衛

生
責
任
者
を
定
め
る
こ
と
や

講
習
会
を
受
講
さ
せ
る
こ
と

や
衛
生
管
理
に
当
た
ら
せ
営

業
者
に
意
見
を
述
べ
さ
せ
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

七
戸
町
農
産
物
加
工
友
の
会

の
食
品
衛
生
責
任
者
は
、
こ

の
条
例
の
通
り
に
機
能
し
て

い
る
か
。

町
　
長

　
県
が
定
め
た
条
例
の
と
お

り
機
能
し
て
い
る
。

議　

員

　

管
理
人
一
人
で
は
平
日
で

も
加
工
施
設
を
使
え
な
い
日

が
あ
る
。
土
日
利
用
も
検
討

す
る
考
え
が
あ
る
か
。

町
　
長

　
担
当
と
協
議
し
、
で
き
る

だ
け
の
対
応
を
と
る
よ
う
に

し
た
い
。

議　

員

　

町
内
の
加
工
業
者
間
の
連

携
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、

製
造
能
力
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
構

築
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
　
長

　
加
工
業
者
間
の
情
報
交
換
、

情
報
共
有
の
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ

る
。
検
討
し
た
い
。

哘　　清悦 議員
町全体の産業振興に
　　　つながるよう検討する

能力、意欲のある人材活用を

６
次
産
業
化
の
推
進
を
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町長 中心的経営者などへ
　　　思い切った支援をしていく

安心して暮らす条件として
　　　　　農業の環境整備を

議　

員

　

県
で
は
今
年
の
３
月
に
、

２
０
２
３
年
度
ま
で
に
県
内

耕
作
地
面
積
の
90
％
を
認
定

農
業
者
や
農
業
生
産
法
人
な

ど
の
担
い
手
に
集
積
す
る
計

画
に
な
っ
て
お
り
、
県
内
市

町
村
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
い
て
設
定
し
た
と
あ

る
が
、
当
町
の
計
画
は
。

町
　
長

　
平
成
26
年
３
月
末
現
在
の

中
心
的
経
営
体
へ
の
農
地
集

積
率
は
31．

８
％
、
今
後
に

つ
い
て
は
、
中
心
的
経
営
体

へ
の
経
営
改
善
計
画
に
あ
る

５
年
後
の
集
積
計
画
に
よ
る

と
、農
地
集
積
率
は
40．

２
％

と
な
っ
て
い
る
。

議　

員

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は

集
落
ご
と
に
地
域
農
業
の
将

来
像
を
話
し
合
っ
て
ま
と
め

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、

今
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
計

画
は
。

町
　
長

　
町
で
は
計
画
策
定
に
か
か

る
地
域
説
明
会
を
平
成
24
年

度
に
４
回
開
催
し
、
平
成
25

年
３
月
に
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
た
。
今
後
は
、

年
２
回
地
域
説
明
会
を
開
催

し
、
担
い
手
確
保
や
農
地
の

有
効
利
用
な
ど
地
域
農
業
の

方
向
性
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
て
、
随
時
プ
ラ
ン
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

る
。

議　

員

　

当
町
は
限
界
・
準
限
界
集

落
が
約
70
％
で
過
疎
化
と
人

口
減
少
の
一
途
で
あ
る
。

　

持
続
可
能
な
力
強
い
農
業

を
実
現
す
る
た
め
の
担
い
手

の
育
成
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

町
　
長

　「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に

関
し
て
、
細
部
に
つ
い
て
の

説
明
も
必
要
で
あ
り
、
意
欲

的
な
集
落
な
ど
に
は
、
出
前

の
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど

積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

議　

員

　

今
後
の
計
画
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
、

各
機
関
が
同
テ
ー
ブ
ル
で
の

協
議
が
必
要
だ
と
思
う
が
当

町
の
見
解
は
。

町
　
長

　
検
討
委
員
会
を
開
催
し
て

お
り
、
行
政
か
ら
農
林
課
・

農
業
委
員
会
、
農
協
か
ら
ゆ

う
き
青
森
・
十
和
田
お
い
ら

せ
農
協
の
営
農
指
導
担
当
課
、

女
性
部
の
代
表
者
、
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
上
北
地
域
県

民
局
の
農
業
普
及
振
興
室
の

方
に
も
出
席
い
た
だ
き
、
一

堂
に
会
し
て
、
変
更
や
見
直

し
等
に
対
す
る
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

議　

員

　

地
域
農
業
の
方
向
性
に
お

い
て
、
経
営
も
多
様
化
し
就

農
者
に
様
々
な
悩
み
が
あ
る
。

就
農
し
や
す
い
環
境
整
備
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

町
　
長

　
資
金
的
な
対
応
な
ど
を
含

め
、
特
に
土
地
利
用
型
の
農

業
が
非
常
に
厳
し
い
局
面
に

あ
る
の
で
、
総
合
的
な
対
応

を
と
る
体
制
づ
く
り
と
い
っ

た
方
向
を
検
討
し
て
い
く
。

議　

員

　

当
町
は
定
住
促
進
対
策
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を

実
施
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
都
会
や
地
元
で
若

者
の
働
く
た
め
の
条
件
に
、

医
療
施
設
の
充
実
、
生
活
が

で
き
る
職
場
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
当
町
の
認
識
は
。

町
　
長

　
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
を
補
助

す
る
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
定

住
支
援
補
助
金
や
小
・
中
学

校
給
食
費
の
無
償
化
な
ど

様
々
な
支
援
制
度
を
実
施
し

て
い
る
。
職
場
に
つ
い
て
は
、

企
業
誘
致
に
も
努
力
し
て
い

る
が
、
進
出
す
る
企
業
は
数

多
く
な
い
た
め
、
主
た
る
産

業
で
あ
る
農
業
を
生
か
し
た

仕
事
場
の
創
生
を
主
体
的
に

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

議　

員

　

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
一
番
の
条
件
は
、
生

活
が
維
持
で
き
る
仕
事
場
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
当
町
に

お
い
て
は
、
農
業
を
よ
り
充

実
し
た
環
境
に
整
え
る
こ
と

が
一
番
だ
と
思
う
が
、
そ
の

た
め
に
思
い
切
っ
た
政
策
が

必
要
と
考
え
る
。

　

当
町
の
見
解
は
。

町
　
長

　
基
本
的
に
は
農
業
者
の
自

助
努
力
が
な
け
れ
ば
助
成
を

し
て
も
効
果
は
な
い
と
考
え

る
が
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
衰
退
は
町
自
体
が

落
ち
込
む
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
今
後
は
意
欲
あ
る
中
心

的
経
営
者
、
経
営
体
、
担
い

手
に
対
し
、
思
い
切
っ
た
支

援
策
を
と
っ
て
い
く
。

議　

員

　

昨
年
度
も
約
３
０
０
人
以

上
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

雇
用
創
出
や
高
収
益
、
加
工

ま
で
持
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

ハ
ウ
ス
施
設
の
団
地
構
想
の

計
画
も
一
つ
の
手
段
だ
と
考

え
る
が
、
当
町
の
見
解
は
。

町
　
長

　
公
金
の
助
成
に
は
一
定
の

ル
ー
ル
や
基
準
が
あ
り
、
そ

の
範
囲
で
の
思
い
切
っ
た
助

成
を
進
め
て
い
き
た
い
。

田嶋　輝雄 議員
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田嶋　弘一 議員

若い世代を中心に
　　　　支援策を進めている

少子化の原因とその対策は

町長

議　

員

　

平
成
22
年
３
月
か
ら
平
成

成
26
年
３
月
ま
で
の
４
年
間

で
０
～
４
歳
児
が
１
０
６
人

減
少
し
４
６
２
人
、
18
歳
は

50
人
減
少
し
１
０
０
人
に
、

23
歳
か
ら
27
歳
は
60
人
減
少

し
て
い
る
。

　

ま
た
推
計
に
よ
る
と
、
現

在
の
５
歳
児
が
15
年
後
、
20

歳
に
な
る
と
60
人
ま
で
減
少

す
る
。

　

町
は
こ
の
原
因
を
把
握
し

て
い
る
の
か
。

　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
　
長

　
少
子
化
と
人
口
減
少
は
、

出
生
率
の
低
下
と
転
出
者
の

増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
長
期
的
か
つ
複
合
的
に

絡
み
合
っ
て
生
じ
て
い
る
。

し
ち
の
へ
未
来
の
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
原
因
を

探
る
。

　
町
の
少
子
化
対
策
と
し
て

は
、
妊
娠
・
出
産
に
か
か
る

母
子
保
健
支
援
事
業
か
ら
就

学
に
至
る
ま
で
切
れ
目
の
な

い
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
若
者
の
定
住
対
策

と
し
て
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー

定
住
支
援
補
助
金
等
の
新
設

や
、
既
に
三
つ
の
庁
内
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
施
策
を
進
め
て
い
る
。

働
く
場
を
つ
く
り
、
住
む
場

所
を
つ
く
り
、
そ
し
て
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
を
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

議　

員

　

若
い
世
代
が
子
供
を
産
ん

で
も
仕
事
を
続
け
て
い
け
る

支
援
が
必
要
で
あ
る
。
一
般

企
業
で
あ
れ
ば
復
帰
し
づ
ら

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
町
が
企

業
に
働
き
か
け
を
し
、
仕
事

に
復
帰
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
方
法
を
考
え
る
べ
き
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
　
長

　
出
産
し
て
も
仕
事
に
復
帰

で
き
る
こ
と
は
、
少
子
化
の

一
つ
の
原
因
解
消
へ
繋
が
る
。

企
業
へ
の
働
き
か
け
な
ど
、

努
力
し
た
い
。

議　

員

　

社
会
保
障
給
付
の
う
ち
、

高
齢
者
に
対
し
て
の
予
算
が

70
％
、
若
い
世
代
が
大
切
だ

と
い
い
な
が
ら
子
育
て
支
援

予
算
が
３
％
で
あ
る
。
地
方

は
若
い
世
代
が
減
る
中
で
、

町
長
の
考
え
方
ひ
と
つ
で
大

き
く
変
わ
る
と
思
う
が
、
ど

ち
ら
に
力
を
入
れ
る
の
か
。

町
　
長

　
ど
ち
ら
も
大
事
で
あ
る
が
、

少
子
化
は
将
来
に
か
か
わ
る

喫
緊
の
課
題
な
の
で
、
優
先

的
に
取
り
組
む
。

議　

員

　

10
月
に
「
か
だ
れ
! !
し
ち

の
へ
田
園
文
化
体
験
ツ
ア
ー
」

と
い
う
婚
活
が
あ
る
が
、
そ

の
中
で
、
世
界
遺
産
や
コ
ウ

モ
リ
神
社
な
ど
我
が
町
の
歴

史
を
も
う
少
し
勉
強
す
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　

北
海
道
の
体
験
ツ
ア
ー
で
、

牛
舎
の
仕
事
が
終
了
後
、
参

加
し
た
子
供
に
、
満
天
の
星

空
を
見
せ
て
、
子
供
が
感
動

し
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

 

七
戸
町
に
も
そ
う
い
う
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

う
の
で
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま

え
た
企
画
が
必
要
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

町
　
長

　
都
市
部
か
ら
七
戸
町
を
訪

れ
る
人
た
ち
は
、
自
然
や
解

放
感
を
味
わ
う
た
め
に
来
て

い
る
の
で
、
町
の
歴
史
や
自

然
は
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。
自
信
を
持
っ
て
、
そ
の

魅
力
を
活
か
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
を

再
点
検
し
て
、
七
戸
町
な
ら

で
は
の
優
位
点
を
打
ち
出
し
、

進
め
て
い
く
。

議　

員

　

町
の
少
子
化
は
急
速
に
進

ん
で
い
る
。

　

若
い
男
女
の
出
会
い
の
場

を
町
挙
げ
て
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
。

　

十
和
田
市
で
来
年
Ｂ

−

１

グ
ラ
ン
プ
リ
が
開
催
さ
れ
る

が
、
若
い
男
女
で
チ
ー
ム
を

つ
く
り
、
参
加
を
試
み
て
は

ど
う
か
。

町
　
長

　
出
店
に
は
活
動
実
績
が
必

要
で
、
主
催
団
体
の
支
部
・

本
部
に
加
盟
す
る
こ
と
な
ど

が
参
加
条
件
に
な
っ
て
い
る
。

最
低
で
も
２
年
以
上
の
期
間

が
必
要
な
た
め
、
来
年
は
無

理
で
あ
る
。
今
後
は
、
ご
当

地
グ
ル
メ
の
創
出
、
参
加
が

出
会
い
の
場
に
つ
な
が
る
こ

と
も
含
め
、
意
欲
の
あ
る
団

体
に
対
し
て
相
談
を
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

議　

員

　

平
成
28
年
２
月
に
、
４
年

に
一
度
の
２
２
９
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
る
。

　

若
い
世
代
が
新
し
い
企
画

を
考
え
て
挑
戦
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
１
年
の

試
行
錯
誤
の
間
に
恋
が
生
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、

婚
活
と
２
２
９
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
成
功
す
る
と
思
う
が
、

町
の
考
え
は
。

町
　
長

　
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
特

に
独
身
男
女
の
出
会
い
に
つ

な
が
る
よ
う
な
、
魅
力
的
な

イ
ベ
ン
ト
に
す
る
た
め
に
関

係
機
関
で
協
議
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

町
と
し
て
積
極
的
に
提
言
し

て
い
き
た
い
。

一括方式



第 38 号　（14）平成 26 年 11 月 1日 議 会 だ よ り

◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
26
年
８
月
18
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
25
年
度
滞
納
状
況
及
び
不
納
欠
損

　
　
　
　
　
（
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
税
務
課
長
よ

　
　
　
　
　
り
滞
納
状
況
等
の
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
26
年
８
月
19
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
25
年
度
滞
納
状
況
（
住
宅
使
用
料
・

　
　
　
　
　
水
道
使
用
料
・
下
水
道
使
用
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
建
設
課
長
・

　
　
　
　
　
上
下
水
道
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の
説
明
を
受
け

　
　
　
　
　
協
議
し
た
。

　◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
26
年
８
月
19
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
25
年
度
滞
納
状
況
（
奨
学
資
金
貸
付
　

　
　
　
　
　
金
・
保
育
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
学
務
課
長
・

　
　
　
　
　
社
会
生
活
課
長
・
町
民
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の

　
　
　
　
　
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。
　

◎
議
会
運
営
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
26
年
８
月
21
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
提
出
議
案
等

　
　
　
　
　
②
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運
営
方
法

　
内
　
容
　
総
務
課
長
・
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案
等
の
説

　
　
　
　
　
明
を
受
け
た
後
、
一
般
質
問
、
陳
情
の
取
り
扱

　
　
　
　
　
い
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運
営
方
法
、
会

　
　
　
　
　
期
日
程
等
を
審
議
し
た
。

　
開
催
日
　
平
成
26
年
９
月
９
日

　
案
　
件
　
９
月
定
例
会
の
議
案
の
追
加

　
内
　
容
　
総
務
課
長
よ
り
、
追
加
案
件
２
件
（
町
道
路
線

　
　
　
　
　
の
廃
止
に
つ
い
て
、
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

　
　
　
　
　
て
）
の
説
明
を
受
け
審
議
し
た
。

◎
議
会
全
員
協
議
会

　
開
催
日
　
平
成
26
年
９
月
１
日

　
案
　
件
　
天
間
林
地
区
統
合
中
学
校
経
過
報
告

　
内
　
容
　
学
務
課
長
よ
り
、
統
合
中
学
校
に
関
す
る
経
過

　
　
　
　
　
報
告
、
進
捗
状
況
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
主
な
内
容
は
、

　
　
　
　
　
①
統
合
中
学
校
の
配
置
図

　
　
　
　
　
　
校
舎
は
２
階
建
、
延
床
面
積
は
３
５
０
０
㎡

　
　
　
　
　
か
ら
４
０
０
０
㎡
、
現
在
の
天
間
林
体
育
館
へ

　
　
　
　
　
は
渡
り
廊
下
で
連
結
な
ど
。

　
　
　
　
　
②
校
名
選
定

　
　
　
　
　
　
校
名
選
定
委
員
会
は
３
回
開
催
予
定
。

　
　
　
　
　
　
平
成
26
年
11
月
に
町
教
育
委
員
会
定
例
会
　

　
　
　
　
　
に
お
い
て
候
補
名
が
決
定
さ
れ
る
見
込
み
。

　
　
　
　
　
③
用
地
買
収

　
　
　
　
　
　
地
番
及
び
面
積
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

　
　
　
　
　
④
統
合
中
学
校
建
設
事
業
工
程
表

　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
４
月
開
校
ま
で
の
主
な
業
務
と
そ

　
　
　
　
　
の
作
業
順
序
等
。

　
黄
金
色
の
稲
穂
が
見
事
に

刈
り
取
ら
れ
今
年
も
豊
作
だ

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
が
、
米

価
が
低
す
ぎ
て
大
変
だ
と
の

声
、
減
収
は
農
家
に
と
っ
て

死
活
問
題
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
手
を
か
け
て

育
て
た
作
物
が
良
く
で
き
た

と
き
は
収
穫
の
喜
び
と
幸
せ

を
感
じ
る
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
い
つ
で
も
新
鮮
な
野
菜
や

お
米
が
食
べ
ら
れ
る
事
に
、

ま
た
作
っ
て
い
る
農
家
の

方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

　
野
菜
が
お
い
し
い
、
水
が

お
い
し
い
、
空
気
が
お
い
し

い
と
大
き
な
声
で
言
い
た
い

ほ
ど
、
こ
の
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
う
日
々
で
す
。

　
今
年
も
あ
と
二
カ
月
と
な

り
ま
し
た
。
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
の
直
撃
を
免
れ
て
安

心
し
ま
し
た
が
、
穏
や
か
な

七
戸
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。

（
盛
田
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
哘
　
　
　
清
　
悦

副
委
員
長
　
盛
　
田
　
惠
津
子

委
　
員
　
瀬
　
川
　
左
　
一

　
　
　
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

　
　
　
　
附
　
田
　
俊
　
仁

　
　
　
　
岡
　
村
　
茂
　
雄

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
県
町

村
議
会
議
長
会
開
催
の
広
報
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
広
報
・
編
集
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
芳
野
政
明
氏
か
ら

「
議
会
報
の
基
本
と
編
集
技
術
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
、

５
町
村
の
広
報
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
後
記

町
村
議
会
広
報
研
修
会  

（
8
月
28
日
）


